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1．介護労 働の現状について  

1 事業所の属性  

○ 訪問系の事業所は民間企業が多く、施設（入所）系の事業所は社会福祉法人が多い。  

○ 訪問系の事業所は、比較的小規模の事業所が多い。  

（1）事業主体  

訪問系  

施設（入所）  

0％  

（2）事業所規模  

訪問系  

20％  40％  60％  80，i  

ロ民間企業■社会福祉法人（社協含む）■医療法人園NPO●その他  

施設（入所）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

［コ9人以下 ■10人～49人I■50人以」二  

（出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）   



2 労働者の属性  

○ 福祉施設介護員やホームヘルパーは、全産業と比較して、女性労働者の比率が高く、勤続年数は  

短い。また、きまって支給する現金給与額も、全産業と比較して低い。  

○ 訪問系の事業所では、非正社員の労働者が多い。  

（1）一般労働者の男女比、平均年齢、勤続年数及び平均賃金  

女  

構成比  平均年齢  勤続年数  きまって支給す る現金給与額  構成比  平均年齢  勤続年数  きまって支給す る現金給与額   

全産業  68．0％  41．9歳  13．3年   372．4千円  32．0％  39．2歳   8．7年   241．7千円   

福祉施設介護員  29．5％  32．6歳   4．9年   225．9千円  70．5％  37．4歳   5．2年   204．4千円   

ホームヘルパ⊥  17．8％  36．7歳   3．5年   239．3千円  82．2％  45．3歳   5．1年   207．4千円  

（出典）平成19年賃金構造基本統計調査（厚生労働省）。調査時点：平成19年7月。  

一般労働者とは短時間労働者以外の労働者であり、正規雇用・非正規雇用を問わない。  

（2）労働者の就業形態  

正社員 非正社員   

施設（入所） 64．2％  35．4％   

訪問系  26．9％   72．0％   

（出典）平成19年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  

3 現在の事業所に就職した理由（複数回答）  

○現在の事業所に就職した理由について、女性労働者は男性労働者と比較して、勤務日時が短いこと、  

通勤が便利であること、自分の都合の良い時間に働けること、家庭の事情や他の活動と両立がしやす  

いことを理由に挙げる者が多い。  

男性   女性  

纏営が健全やあり、、将来抑ご衰恵しぞいるから 15．7％   13．6％   

やりたし滞穫て仕事内容だカー，こ   44．6％   45．1％   

より収入め多い仕事た従事したからたふち 7．8％   7．2％   

勤務時間や労働日数が短いから   4．3％   立通   

通勤が便利だから   25．2％   三坦二旦塑   

自分の知合の良い時間に働けるから   4．3％   ユ旦ヱ塑   

豪族や知人の勧めや紹介かあったから 22．0％   22．7％   

家庭の事情や他の活動と両立しやすいから 6．6％   14．5％   

職員ぺめ教育研修が充奏しているから 2．1％   1．9％   

優れた経営者がいるから   7．3％   5．3％   

その他   7．3％   7．7％   

特別な理由はない   11．5％   5．1％   

（出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）   



4 労働時間（1週）  

○ 訪問系の事業所は施設（入所）系の事業所と比べ、1週間当たりの労働時間が比較的短い。  

○ 非正社員の約半数は、1過当たりの労働時間が30時間未満である。  

（1）1週間の労働時間数（サービス系別）  

30時間未満   う0時間以上   

訪問系   27．4％   69．8％  

施設（入所）   8．3％   88．7％   

（2）1週間の労働時間数（就業形態別）  

30暗面温   jp時間以上   

正 5．5％   92．0％   

手∴r‡非正社戴1㌧三；÷さ…墓て 46．4％   50．9％   

（3）訪問介護員の時間管理方法  

‾J∴ 
． 

（（1）～（3）の出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  

5 賃金水準  

○ 平均時間給は訪問介護員が介護職員より高い。  

○ 約4割強の訪問介護員（非正社員）は年収103万円未満である。  

rl）短日寺聞労働者（女性）の平均F寺間給  

ホームヘルパー：1，280円 福祉施設介護員  

（出典）平成19年賃金構造基本統計調査  

952円  

a」象会の支払形態が時間給である者のうち、時間給の水準が千円未満の者の割合  

訪問介護員：23．2％  介護職員：84．3％  

3）正社員である者のうち、年収が300万円以上の者の割合  

訪問介護員：15．9％  介護職員：19．7％  

（4）非正社昌である者のうち酬凱全  

訪問介護員二45．1％  介護職員：25．7％  

※ 年収の調査対象期間は、平成18年1月1日～12月31日  

※（2）～（4）の出典：平成19年介護労働実態調査  5   



6 離職の状況（彰  

○ 介護関係職種の離職率は、全産業と比較すると正社員において高い。  

○ 職員の定着率が低いと回答している事業所は、訪問系よりも施設（入所）系の事業所が多い。  

（1）離職率  

全体 正社員 非正社員   

全産業平均   16．2％   13．1％   26．3％   

2職種計   21．6％   20．0％   22．8％   

（訪問介護貞）   16．9％   18．2％   16．6％   

（介護職員）   25．3％   20．4％   32．7％  

※全産業の出典は「平成18年度雇用動向調査結果（厚生労働省）」  

※全産業については「全体」は「常用労働者」、「正社員」は「一般労働者」、「非正社員」は「パートタイム  
労働者」を指す。   

（2）従業員の定着状況  

定着率が低くて  
定着率は疇いが′∴ に 

因っている  特困 

廟間奉 19．3％   5．2％   69．1％   

設（入所）系   34．0％   9．4％   55．1％   

（出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  

6 離職の状況②  

○ 事業所規模が小さいほど、勤続年数が短いほど、離職率が高い。  

（1）事業所規模別離職率（正社員）  

19人以下   20人～ 100人以上   

訪問介護員   24．8％   16．9％   12．3％   

介護職員   29．2％   20．1％   17．6％   

（2）経過年数別離職率（正社員）  

3年奉満   3年～5年未満   5年以上   

訪問介護員   29．1％   19．5％   14．4％   

介護職員   35．3％   24．4％   16．2％   

（（1）及び（2）の出典）平成19年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）   



6 離職の状況③  

○ 訪問介護員、介護職員とも待遇への不満、職場の人間関係への不満、自分・家庭の事情が離職の  

大きな原因となっている。  

○ 非正社員は、自分・家庭の事情で離職する割合が高くなっている。  

（1）前職を辞めた理由（介護労働者の職種別）  

待遇に不満  職場の人面  利用者との  腰痛等健・  事業所の経  自分・家庭の  正社員に  
があった（賃  関係に不満  人間関係ヒ  康を害した  営理奉や運  事情（結婚・  なれな  

金」労働時  があったか  不満があっ  た吟   営に不満が  出産・車云軌  かったた  

間）ため   ら   たから  あったため  等）により   め   

訪問介護  
26．5％   24．6％   1．0％   9．0％   

員  
19．8％   28．1％   6．0％   

介護職員   28．7％   26．2％   2．3％   9．3％   23．9％   22．4％   9．1％   

（2）前職を辞めた理由（介護労働者の就業形態別）  

待遇に不満  職場の人  利用者との▲  腰痛等健 二  事業所の・・j  自分丁衰庭わニ′   正社員に  

があった   間関係に不  人間関係に  康を害した  経営理念  事情（組敷裏   擦れを 
（資金、労  ー満があらた；ニ  ；■不鹿があう  ため や運営に不てニ  出直凝    三溝事たた 

嘲時間）た  たから  、・一－、、・三～－．ニ  

・め▲よ∵－・   

▲ン   

年社鼻 27．4％   22．6％   1．3％   7．9％   25．2％   21．0％  8．2％   

非年年計  22．0％   24．1％   1．5％   10．0％   19．3％   33．1％  3．7％   

（（1）及び（2）の出典）平成19年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  

7 有効求人倍率の推移  

○ 社会福祉専門職種の有効求人倍率は最近急速に高まっている。介護関連職種の有効求人  

倍率も高まっている。  

鮮卑成きご∴      、J、L平成揉：∵  二1乎卿3二‘‘≡  「平成廿【－｝  千年成付さき      事櫛磨          j平成10  ∵平成11∴丁      －－平射6∴  ：・ご平成17‡ニ  

蜜  0．70  0．48  0．60  0．54  0．54  0．66  0．83  0．94  1，02  0．97  
職  

要   
0．66  0．40  0．38  0．47  0．42  0．41  0．53  0．71  0．84  0．92  0．87  

（除パTトト  

常用的パー  
トタイム  

社  
0．25  0．34  0．46  0．54  0．59  0．74  0．86  1．08  1．30  1．53  

ム コミ  
福  
祉  
専  

0．20  0．18  0．25  0．32  0．38  0，43  0．55  0．69  0．91  1．10  1．34  

門  
職  

種   
0．62  0．87  十19  1．31  1．37  1．61  1．47  1．55  1．79  1．96   

介  
1．14  1．47  1．74  2．10  

護  
関  
連  

0．69  0．97  1．22  1，53  
職  

種   
トタイム  

2．62  2．86  3．08  3．48   

○有効求人倍率の地域格差：介護関連職種（常用（含パート））東京都、愛知県3．52倍～ 沖縄県0．78倍  

（出典）職業安定業務統計。数値は年度内各月の平均値。  

9   



8 今の勤務先での継続の意思  

○ 訪問介護員で約40％、介護職員で約35％の者が、働き続けられる限り続けたいと考えている。  

0 5年程度まで続けたい者の割合は、正社員では訪問介護員よりも介護職員の方が高い。  

1ヰ与年程度  
半年程厚  

続けたい   度疎けたい   

訪由介護  
3．9％   

（在社鼻）   

16．9％   3．7％   42．9％   32．1％   

潮間介言蔓  

く非正社員   2．4％   24．2％   4．5％   39．5％   28．3％  

介護韓黄  
6．0％   22．3％   3．6％   33．1％   34．6％   

芋■さここ（来社戴 ・－こご貯、∴漱、  
奔韓職葺  

（非正華貴  う 4．6％   23．5％   2．7％   35．0％   33．6％   

10  
（出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  

9 労働条件等の悩み・不安・不満等   

○ 訪問系では定められたサービス行為以外の仕事を要求されることに不満がある。  

○ 施設（入所）系では、仕事内容の割に賃金が安いこと、夜間帯への不安、ケア方法の不安、休暇の  
取得状況などに悩み・不安・不満がある。  

悩み等め内容   訪問系   碑簸（入郵系   

仕車内容ゐ害帖資金が恒ト 44．2％   昼ユニ昼型   

夜廟や深夜時間帯に向か蒔きるのではないかと不安が   
卒る   

14．9％   ヨヱ星型  

福祉機器ゐ不足、機器操作の不慣れ、施療ゐ構造た   

不安がある 
3．7％   22ユ旦塑   

業務に対する社会的評価が低い   41．0％   40．9％   

休暇が少ない・取りにくい   29．7％   呈乙ユ遡   

身体的負担が大きい（体力に不安がある）   25．2％   39．5％   

精細的にきつい   37．1％   40．5％   

定められたサービス行為以外の仕事を要求される 呈9ユ豊艶   11．3％   

≡削動条件t仕事の負担について特に悩み、不安・不満   

等は感じていない   
7．9％   3．3％  

※各項目でそのように答えた者の割合。 
（出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）   



10 事業所における従業員の職種別過不足状況  

0 7割を超える事業所が、訪問介護員について「不足している」と回答している。  

（D大いに  ③やや不∴ ‘ 
南 

不足 
＠不阜 寧   

③ 

訪問介護員  16．9％   28．0％   30．3％   23．6％   1．1％   75．2％   

介護晦早 7．2％   18．6％   29．9％   42．1％   2．2％   55．7％   

（出典）平成19年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  

12  

11 事業所の経営状況   

平成19年9月の売り上げを平成18年3月（介護報酬改定前）と比較した場合、改定後に売り上げが  

減ったと回答した事業所の割合の方が高い。  

○平成18年3月を100とした平成19年9月の売り上げ指数  

ぬ％未藩  東海以上1 ‥9d％未満  9q％以上 1的％未満∴  二＝二100％以上こ ≡一－■1‘1b由美滴こ二  車輌線上  凍如畠数 

訪問系   26．9％   17．4％   15．5％   13．1％   22．5％   98．3   

施設 

5．3％   11．1％   38．5％   24．4％   11．8％   101．0   
（入所）系  

参考：平成18年3月を100とした平成18年7月の売り上げ指数（※昨年度調査結果）  

80％以上  90％以上  
80％未満  

90％未満  100％未満   

100％以上  
110％以上   平均指数   

110％未満  

訪問系   11．7％   14．7％   19．8％   19．2％   19．0％   96．2   

施設  
4，5％   8．2％   38．9％   29．5％   9．5％   97．1   

（入所）系  

13   
（出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  



12 事業所運営上の問題点  

事業所は、介護報酬、労働条件・労働環境の改善、良質な人材の確保、事務手続きの煩雑さを事業  
所運営上の問題点と考えている。  

○指定介護サービス事業を運営する上での問題点（複数回答）  

／   

訪問系   施設（入所）系   

今め介醸報酬セは十分な負金を払うことができない   64．8％   Z旦」 

良車掌人材め確保が難しし† 41．3％   61．9％   

鳩薄赤革サ≠どろ痍供に蘭すろ事類作成が煩如で、時固l‡追われ七しまう   壁旦艶   31．5％   

痺曽（鹿支｝が善しく創動集塵や労働痩痩ゐ改善をしたく七もゃきなしi   4星ヱ艶   37．1％   

蓼阜丁研修の時間が十分に取れない   2ヱ旦塾   旦1ユ旦艶   

新規利用者の確保が難しい 30，9％   19．8％   

介護鍵事看め介護業務に画する知主我や痩術が不足しや、る 7．5％   15．2％   

和再考や棚卸纏族ゐ介車サ干ビス再拝る理解が不定している 13．1％   7．0％   

‡昏睡車両旨導増痩躯カが不束していろ 6．9％   10．1％  

1〉．、リ．；ンゝrLノ≠∴L・ノナ、1ム＝＝ト．．ヱ、、J   ∴∴ナ、－，、・∴ヽ∴、 介謹従事者め介護等掛ミ疇む意欲せ姿勢た滴旛があ右 ノ   
5．4％   13．0％   

軍理恵と聯阜問のコミi≠ケ÷ショシが泰阜し憂いる二，二1ナ‡  6．4％   10．0％   

介麺鍵事者向士¢⇒≒i±ケキショシが不足し七いる 5．2％   9．7％   

雇用管理専I羊ついての情報や指垂が不足しtし＼る 4．1％   2．8％   

矧手間麺はない   2．2％   1．8％   

（出典）平成19年度介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）   



2．職種別賃金カーブ  

資料2－1   

（千円）  
産業・職種別賃金カーブ（男、企業規模計）  

ー17歳  18～19歳   20－24歳   25～29歳   30－34歳  35－39歳   40”44歳   

資料出所．厚生労働省「賃金構造基本統計調査（平成19年）」  
※事業所規按1D人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※年収＝きまって支給する現金給与額×12ケ月＋特別給与額 は査したでは 

※労働者数調労働者なく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である。  

45～49歳   50－54歳  55－59歳  

資料2－2   

産業・職種別賃金カーブ（女、企業規模計）  

～17歳 18～19歳  20～24歳  25～29歳  30～34歳  35～39歳  40－44歳  45－49歳  50－54歳  55～59歳  

資料出所 厚生労働省「貸金構造基本統計調査（平成19年）」  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※年収＝きまって支給する現金給与額×12ケ月＋特別給与貌  
※労働者数は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の致である。   



資料2－3   

産業、職種別賃金カーブ（男、企業規模10－99人）   

ー17繍   18－19蔵   20－24歳   25－29醜   30－34歳   35～39歳   40－44歳   45・－49歳   

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査（平成19年）」  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※年収＝きまって支給する現金給与綴X12ケ月＋特別給与輔 ※労㈲者数は査した働者ではなく 

調労、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である．  

50－54歳   55－59歳  

資料2－4   

産業・職種別賃金カーブ（女、企業規模10～99人）  

3268  325  

・－・脾一産業計（女）【2．213．770人】  

・▲一さ一・製造業（女）【568．670人】  

一「－一卸売．小売業（女）【367．490人】  

－◆－サービス業（他に分類されないもの）（女）【253．730人】  

・・－・←介護支援専門員（女〉【14．800人】  

→トーホームヘルパー（女）【20．960人】  

－1｝一徳祉施設介護員（女）【103．130人】   

～17歳 18～19歳  20～24歳  25－29歳  30～34歳  35～39歳  40～44歳  45～49歳  50～54歳  55－59歳   

黄料出所：厚生労㈲省「賃金‡揮造基本統計調査（平成19年）J  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※年収＝きまって支給する現金給与綾x12ケ月＋特別給与簸  
※労働者数は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である。   



資料2－5   

職種別年齢階級別賃金カーブ（男）   

～17歳   18－19歳    20－24歳    25－29歳    30－3‘l歳    35－39踵    40－44歳    45－4∈〉歳    50－54線  

資料出所 厚生労働省「賃金構造基本統計調査（平成19年）」  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※年収＝きまって支給する現金給与額×12ケ月＋特別給与額  
※労働者数は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である。  

55～5g歳  

資料2－6   

（千円）  職種別年齢階級別賃金カーブ（女）  

ー17ま    1〔卜19ま    ZO－24之    25一之9鼠    30－34歳     35－3g乾    40－44之  

賃料出所 厚生労働省「賃金構造基本統計調査（平成19年）」  
※事業所規挨10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用れ般労御者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※年収＝きまって支給する現金給与額×12ケ月＋特別給与額  
※労働者数は調査した労勘考ではな〈、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である。   



資料2－7   

職種別年齢階級別賃金カーブ（男）  

ー■－－ケアマネージャー（男）【8．790人】   

－■－ホームヘルパー（男）【8．410人】   

－●一福祉施設介護員（男）【97．440人】   

‥▲・・看護師（男）【23，950人】   

－－■－・腸看護師（男）【13．520人】   

－－●＝看護補助者（男）【18．960人】   

＝弊・・理学療法士、作業療法士（男）【28．510  
人】  

★百貨店店員（男）【30．080人】  

†  販売店見（男）【212．280人】   

≠給仕従事者（男）【43．020人】   

↓警備員（男）【121，500人】  

■．－ ・－・X・・・・ ・．．  

一一三‾w   

～17歳 18－19歳 20一一24嵐 25～2⊆I歳 30”34歳 35～39歳 40－44隷 45－4⊆I歳 50～54歳 55～59歳   

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査（平成19年）」  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する草葉所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をしヽう。  
※年収＝きまって支給する現金給与織×12ケ月＋特別給与額 ※労働者は査した者ではなく 

数調労御、母集団に対応する数字として推吉十（復元）した労働者の数である。  

資料2－8   

職種別年齢階級別賃金カーブ（女）   

－▲－ケアマネージャー（女）【29．760人】  

一■一ホームヘルパー（女）【38．920人】   

－●一福祉施設介護員（女）【233．240人】  

－・」トー・看護師（女）【375．180人】  

・・■・・赴看護師（女）【17，5360人】  

＝◆一 看護補助者（女）【106．390人】  

‥雛・▲理学療法士、作業療法士（女）【28，340  
人】  

一「ト首貨店店員（女）【74．750人】  

」トー一版売店鼻（女）【223．820人】   

－●－スーパー店チェツカー（女）【35．090人】  

★給仕従事者（女）【84．240人】   

ー17歳18－19歳 20～24歳 25→29鼓 30～34歳 〇5－39歳 40－44歳 45－49歳 50－54歳 55～59歳   

資料出所：厚生労働省「ず金構造基本統計調査（平成19年）」  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を経書十したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※年収＝きまって支給する現金給与額×】2ケ月＋特別給与額  
※労働者数lま調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である。  



資料2－9   

職種別経験年数別賃金カープ（男）  

0年  1－4年  5～9年  10～14年  15年以上  

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  

※事業所規操10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう．  
※一般労働者について年収を推計したもの（「所定内給与甑」X12ケ月＋「特別給与額」）  
※労働者致は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の放である。  

資料2¶10   

職種別経験年数別賃金カーブ（女）  

5－9年  10～14年  15年以上  0年  1－4年  

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  

※事業所規抜10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一眼労働者について年収を推計したもの。  
※一般常勤者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※一般労働者について年収を推古†したもの（「所定内給与額J〉（12ケ月＋「特別給与額」）  

※労働者数は調査した労働者ではな〈、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の放である。   



資料2－11   

職種別経験年数別賃金カープ（男）  

－■－ケアマネージャー（男）【8．790人】   

－■¶ホームヘル／ト（男）【8．410人】   

－●一福祉施設介護員（男）【97．440人】  

・－▲・・看護師（男）【23．950人】  

・－■・▲准看護師（男）【13．520人】   

－－●一 看孟蔓補助者（男）【18．960人】  

‥脾‥理学療法士、作業療法士（男）【28．510  
人】   

▲百貨店店員（男）【30，080人】  

十販売店員（男）【212．280人】  

†  給仕従事者（男）【43．020人】   

↓警備員（男）【121．500人】  

0年  1～4年  5－9年  10－14年  15年以上   

（貸料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推射したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※一般労働者について年収を推計したもの（「所定内給与額JX12ケ月＋「特別給与鏑」）  
※労働者数は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である。  

資料2－12   

職種別経験年数別賃金カーブ（女）  

－▲－ケアマネージャー（女）【29／760人】   

－■－ホームヘルパー（女）【38．920人】   

－●一福祉施設介護員（女）【233．240人】   

－－▲一 看護師（女）【375．180人】   

‥■‥准看護師（女）【17．536人】   

－－●‥看孟蟹補助者（女）【106．390人】   

－一贅一 理学療法士、作業療法士（女）【28．340  
人】  

十百貨店店員（女）【74．750人】   

→■¶」販売店鼻（女）【223．820人】  

†  スーパー店チェツカー（女）【35．090人】  

†  給仕従事者（女）【84，240人】   

・・・・・・・・・・・・・・・ が‘－■・  
・∴1  

▲・・・・‥・一一■  
． ．・・．・ニ 

・ニ’＿r′  
・■－‾  ′一／  

＿11トノ‾  ■ ■ ■ ●   ∴1＿ご上  
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＿．．，■ ・◆■’  ＿一亡ニニー′  
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＿  

ごこニニニニ＝  ■■■‾   
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0年  1～4年  5～9年  10－14年  15年以上  

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労働者について年収を推計したもの。  
※一眼労働者とは短時間労働者以外の者をいう。 ※一眼労働者について年収を推計したもの（「所定 

内給与額JX12ケ月＋「特別給与碩」）  
※労働者数は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の数である。  



資料2－13   

看護職（女）年齢階級別賃金カーブ（平成元年、平成19年）  

一◆・一看護婦【198，590人】（平成元年）  

一1「一准看護婦【195，870人】（平成元年）  

一一■・・・・看護補助者【76．690人】（平成元年）  

・・・・○一着檀飼【375，180人】（平成19年）  

一－d－－一准看護師【17．5360人】（平成19年）  

【e【看護補助者【106．390人】（平成19年）  

－17歳  ‘18～19  20－24  25～29  30－34  35－39  40－44  45－49  50～54  55－59   

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  
※事業所規模10人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一般労照者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※一般労働者について年収を推計したもの（「きまって支給する現金給与額」×12ケ月＋「特別給与額」）  
※労働者敦は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の致である。  

資料2－14   

看護職（女）経験年数別賃金カーブ（平成元年、平成19年）  

・◆・看護婦【19B，590人】（平成元年）  

＋准看護婦【195．870人】（平成元年）  

－1■一着護補助者【76．690人】（平成元年〉  

ノ／ぷ3】53  

2860  

／ ／     ノ／／  
2815  2631  

＿＿一」ヨノ  

－1㌻一看は師【375．180人】（平成19年）  

■  一一ノ 2553  

225丁  ／／ 226丁  
／   －「ゝ一准看護師【175360人】（平成19年）  

ノノ■「   178】  

旨一石鵠補助者【106．390人】（平成19  
年）   

一▲ ■ ■一■■ ■ ■■■  
15年以上  0年  1～4年  5～9年  10～14年   

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  
※事業所規模1C人以上の常用労働者を雇用する事業所に雇用される常用一敗労働者について年収を推計したもの。  
※一般労働者とは短時間労働者以外の者をいう。  
※一般労働者について年収を推計したもの（「所定内給与蝕」X12ケ月＋「特別給与顛」）  
※労働者敬は調査した労働者ではなく、母集団に対応する数字として推計（復元）した労働者の致である。  



資料2－15   

標準的労働者職種別賃金カーブ（男）  

一■ケアマネージャー（男）  

－■－ホームヘルパー（男）  

－◆－福祉施設介護員（男）  

－－▲一 看護師（男）  

‥■・准看護師（男）  

・・◆・▲看護補助者（男）  

‥雛一 理草療法士、作業療法士（男）  

十百貨店店員（男）  

一－一版売店員（男）  

斗給仕従事者（男）  

－－せ一一Ⅶ警備員（男）  

25－29歳  

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  
注標準的労働者について年収を推計したもの（「所定内給与織」X12ケ月＋「特別給与額」）  
注標準的労働者とは、25－29歳では経験年数が1－4年、30～34歳では経験年数が5－9年の者をいう。  

30－34歳  

資料2－16   

（千円）  
標準的労働者職種別賃金カーブ（女）  

－▲－ケアマネージャー（女）  

－t－ホームヘルパー（女）  

－◆一福祉施設介護員（女）  

‥▲＝ 看護師（女）  

－－■一 准看謹師（女）  

十看護補助者（女）  

－－X－一 理学療法士、作業療法士（女）  

－▲－百貨店店鼻（女）  

－－・－一冊販売店鼻（女）  

一岬●－－－スーパー店チェツカー（女）  

・一・★一一▲一緒仕従事者（女）   

25～29歳  30－34歳  

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成19年）  
注標準的労働者について年収を推計したもの（「所定内給与領」×12ケ月＋r特別給与隠」）  
注・標準的労働者とは、25－29歳では経験年数が1－4年、30～34歳では経験年数が5－9年の者をいう。  




